
「要望された成分の OTC化の妥当性に係る検討会議結果（案）」 

に対して寄せられた御意見等について 

 

 「要望された成分のスイッチ OTC 化の妥当性に係る検討会議結果」について、平成 30 年 10 月 3 日

（水）から平成 30年 11月 1日（木）まで御意見を募集したところ、個別成分に関する御意見以外に以下

の御意見（どの成分に対する御意見か不明なものも含む）が提出された。なお、いただいた御意見のうち、

同じ趣旨のものは適宜集約した。 

No. 提出者等 御意見 

1 個人以外 セルフメディケーションを進めていく中で医療用医薬品のスイッチ OTC 化は積極

的に進めていくべきだと考えます。 

2 個人 夜間や休日における医療機関への負担を軽減するためにも、スイッチ OTCで解決

できる部分もあります。保険医療に頼らない健康サポートを実施すべきだと思いま

す。 

3 個人 市販の医薬品では副作用・現在の病状の悪化が考えられる場合に短期的な使用とし

て市販で購入ができると病院が休みの日等治療が困難な場合に一時しのぎの医薬品

として使用でき健康上のメリットがあると思います。 
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